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 1．はじめに  1） 
 　1938年 3月 18日，メキシコのカルデナス（Lázaro Cárdenas）政権は，米・英・蘭系の外国石






でもあった  3） 。以後，メキシコは国際石油資本の強力な圧力にさらされるだけでなく，それらの本
国政府，特に米政府との間に困難な関係を余儀なくされ，1942年の最終的解決まで「メキシコ石
油国有化問題」が展開する  4） 。 






1970; Meyer and Sherman 1983: 596 ― 603; Townsend 1979: 95 ― 107; Meyer 1979: 51 ― 55; Knight 1992: 90 ― 128］。メキシ
コ石油産業と革命との関係に関しては，［Rippy 1972; Brown and Knight: 1992］を参照。メキシコ石油産業と革命
との関係に関するより包括的な研究に関しては，19世紀末から 1920年までを扱った［Brown 1993］を参照。邦語
では，［高橋 1993: 71 ― 92；畑 1993: 215 ― 40；増田 1968；杉山 1997］を参照。
3）　但し，後で詳しく検討するように，カルデナス改革にとって石油国有化が一貫した目標であったという米英石油
会社側の「陰謀論」に対して，近年の研究は否定的である［Knight 1992: 91 ― 93; 杉山 1997: 110］。
4）　メキシコ石油国有化問題については，初期の研究の一つとして，［Cline 1963］を参照。善隣外交と関連付けた本
格的な研究としては，［Wood 1960］を参照。米墨両国の資料を駆使した包括的な研究としては，［Meyer 1977］を




































































した。メキシコは 1910年代の革命の動乱期とならぶ重要な変革期を迎えたのである［Cline 1963: 
























労働委員会（JFCA）の裁定に委ねられることになる。1937年 12月 18日に出された JFCAの裁定
は，組合側の主張をほぼ全面的に認めるものであり，会社側に対して 2600万ペソ（約 720万ドル）
の賃上げを含む労働協約に調印することを命じたのであった。石油会社側は，財務内容の悪さか
ら裁定に応じることは不可能として，12月 28日にメキシコ最高裁に提訴する［松村 1970: 131 ― 32; 








がら石油会社側と妥協することを予想していたのである［Ring 1973: 67, 77 ― 78］ 8） 。ところが，そう








6）　1917年憲法の全文については，U.S. Department of State,  Papers Relating to the Foreign Relations of the United 



























されたのが実情だったと言えよう  10） 。 



























が比較的容易で高級技術者の不足をカバーした面もあった［Ring 1974: 776; Meyer 1977: 170, 178］。
国務省側も国有化の 3か月後の 6月には，メキシコ側が技術者問題を克服したと判断するに至るの


























英蘭政府もシェルの立場を強く支持し続ける［Ring 1974: 124, 131］。英墨間の外交的やりとりに関しては，［Royal 































管理」を望んでいたことに言及し，国有化を歓迎しない姿勢を示した［Statement of the Secretary 














大使館に関与の余地はないと，前日の国務省スポークスマンと同じ内容を述べた［Ring 1974: 102; 












米政府の「重大な不快感」を伝えるよう述べている［Ring 1974: 123; Cronon 1960: 188］。 
 〈ダニエルズ大使と国有化問題〉 











































更にラテンアメリカ全体で外国資本にとって悪しき前例になると警告している［Ring 1974: 107 ― 08; 










防衛線と捉え，国有化の撤回以外の解決策を拒否して徹底抗戦の道を選ぶ  13） 。その戦略はメキシコ
12）　3月 31日にはスタンダード石油のファリッシュ（William Farish）社長らが石油会社側を代表して国務省でハ










































る［Meyer 1977: 180 ― 01; Cronon 1960: 245 ― 47］。
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代からその片腕として働いてきた旧知のローズヴェルトに直訴し，国務省の頭越しに問題の解決を













































月 31日に一応の妥結を見る［Ring 1974: 91］。 
 　しかし，国務省は，同意の条件としてメキシコ側に石油問題での譲歩を求め，メキシコ側もそれ
















終的には同意して 3月 27日にメキシコ銀の購入停止を発表している［Everest 1950: 64; Cline 1963: 























通牒を当面公表しないことに同意している。そこでダニエルズは，翌 3月 27日にアイ（Eduardo 
Hay）外相に会って通牒を手交し，改めて補償の重要性について述べた。しかし，翌々日の再度の






重要な交渉も本省とナヘラ駐米大使との間で行われることが多くなっていく［Ring 1974: 112 ― 14; 





交渉の焦点となる「公正で即時の実効的補償（fair, immediate, and effective compensation）」の原








































武力干渉にかわる効果的な手段の困難な模索を続けていたのである［Wood 1960: 210 ― 11］。国務省






























































































































地の平和を求める人々に希望を失わせないように努めたという［Bemis 1943: 388 ― 93; Dallek 1979: 153］。
23）　ゲルマンによれば，ローズヴェルトは，ヨーロッパの戦争が勃発後は米州連帯・協力関係を一層促進する一方で，
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 The Good Neighbor Policy of the United States and the 
Mexican Oil Nationalization, 1938 ― 1942:
Economic Nationalism, World War, and Liberal International Order 
 Naoki KAMIMURA 
 要　　旨 
 　メキシコのカルデナス政権は，1938年 3月に米・英・蘭系の外国石油会社 17社を国有化し，メキ
シコ石油産業の大半を国家の管理下に置いた。メキシコ石油国有化は，フランクリン・ローズヴェル
ト政権の善隣外交に対する重大な挑戦を意味した。善隣外交は，ラテンアメリカ諸国との関係改善に
貢献した一方，経済的ナショナリズムの動きも促し，ラテンアメリカ側は米国からの武力干渉等の恐
れなしに，自国経済を支配する外国資本に対する規制や国有化の動きを強めた。本稿は，メキシコ石
油国有化への米政府の対応を歴史的に検討し，こうした対応を通じての米政府の「国益」認識の変化
が善隣外交の展開に与えた影響を解明する。特に善隣外交に内包されていた米国にとって望ましい「国
際秩序」形成の模索という側面に注目して，善隣外交研究への新たな知見を提供する。上巻ではメキ
シコ石油国有化の経緯と米政府の 1938年における初期の対応が検討される。 
 
